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The Initial Teacher Training Reform of Primary School and Lower Secondary School 



























































した資料を中心に使用する。したがって，本論文では Bari 大学と Turin 大学の事例や情報をもと
に，イタリアの教員養成改革について記述していく。

















が義務化されていないことをあげていた 注 5)。 
 以上の小学校教員養成改革に関わって，その教育実習プログラムも改革期にある。小学校教員養
成は幼稚園教員養成と統合されているため，学生は幼稚園と小学校の両方で実習を行うようになっ
た 注 6)。また，実習時間は 400時間から 600時間に延長された 注 7)。彼らは 2年次に 50時間（幼稚
園 25時間 小学校 25時間），3年次に 150時間（幼稚園 75時間 小学校 75時間），4年次に 150
時間（幼稚園 75 時間 小学校 75 時間），5 年次に 250 時間（幼稚園 125 時間 小学校 125 時間）
を教育実習に費やす。その時間は EU 諸国のなかで長い方に分類される。600 時間の実習プログラ
ムの内訳は，学校での実習が 300時間，その実習のリフレクションに関する活動が 300時間となっ
ており，学校現場での実習経験だけでなく，それに対するリフレクションが重視されている。リフ
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これらのことから，中学校教員養成のあり方について検討され，2000 年代初頭に学士課程 3 年，
修士課程 2年，SSIS（Scuole di Specializzazione all’Insegnamento Secondario）という教員養成
プログラム 2 年，合計 7 年間の中学校教員養成システムが整備された。SSIS においては，学生は
教職に関する科目の学修をするとともに，実習を行った。
だが，高等教育における初の中学校教員養成プログラムとして登場した SISS には，次の課題が










年度から TFA（Tirocini Formativi Attivi）というプログラムができた。現在，中学校教員になるため
には，学生は学士課程 3 年間，修士課程 2 年間で専門教科に関する学修する。その後に TFA のプ






習が 75 時間である。実習期間は 2，3 ヶ月間であり，その期間に実習生は 1～3 校程度で集中的に
実習を行う。実習後は，彼らは最終レポートを作成しなければならない。なお，卒業論文は修士課
程時に作成しているため必要ない。 






























































































































養成が制度化されていない状態から制度化され，徐々に整備されつつある。養成期間は 7 年から 6































ては BOLOGNA PROCESS – EUROPEAN HIGHER EDUCATION AREAのサイトにある The 
Sorbonne Declaration （http://www.ehea.info/ Uploads/Declarations/SORBONNE_DECLARA 
TION1.pdf）（アクセス：2015年 2月 8日）を参照した。 
3) 日本語訳については，清水直治・宮﨑英憲「ボローニャ・プロセスとヨーロッパにおける教員養
成改革」宮﨑英憲・東洋大学往還型教育チーム編『変革期にあるヨーロッパの教員養成と教育実習』
東洋館出版社，1-2頁，2012を引用した。なお，「ボローニャ宣言」については BOLOGNA PROCESS 
– EUROPEAN HIGHER EDUCATION AREAのサイトにある Bologna Declaration（http://www.





略 」 の 詳 細 に つ い て European Council の ホ ー ム ペ ー ジ に 記 載 さ れ て い る
（http://www.consilium.europa.eu/en/uedocs/cms_data/docs/pressdata/en/ec/00100-r1.en0.htm）
（アクセス：2015年 2月 8日）。 
【脚注】
注 1) ヨーロッパ諸国の教員養成制度については European Commission/EACEA/Eurydice, Key 
Data on Teachers and School Leaders in Europe. 2013 Edition. Eurydice Report. Luxembourg: 
Publication Office of the European Union, 2013を参照されたい。 
注 2) 我が国でこれまでのイタリアの教員養成を紹介した論文については，前之園幸一郎「イタリ




注 3) 小学校教員とは，6 歳から 11 歳の子どもが通う初等教育学校の教員のことである。また，
中学校教員とは，11歳から 14歳の子どもが通う前期中等教育学校の教員のことである。 
注 4) 当時の議会の委員会レポートでは，2年間の養成コースが推奨されていた。なお，前述の内
容を含むイタリアの教員養成の歴史については，Mincu, M. & Chiosso, G. “Imagined 
Globalisation in Italian Education: Discourse and Action in Initial Training” Tatto, M.T. & 
Mincu, M. ed., Reforming Teaching and Learning: Comparative perspective in a Global Era, 
Sense Publishers, 23-39, 2009.に基づいている。なお，インタビュー調査データに基づいている箇
所は，本文や注で適宜説明を行っている。 
注 5) Bari大学教授の Loredana Perlaと研究員の Antonella Montoneに対するインタビュー調
査のデータに基づいている。 
注 6) 以下の小学校教員養成における教育実習に関する情報は，Elena Scalengheに対するインタ
ビュー調査のデータに基づいている。 








ピエモンテ州でスーパーバイザーをしている Adriana Bosio によると，ピエモンテ州には 25 名
のスーパーバイザーがいる。スーパーバイザー2 名がペアになり，州内のゾーン分けされたエリア
の学校の実習生の担当をする。彼女の場合は，6 校（幼稚園 1校，小学校 2校，幼稚園・小学校が
統合された学校 3校）を受け持っている。25名のうち 22名は，1週間のうち 12時間を小学校で勤







注 10) TFA に関する記述は Bari 大学教授の Michele Pertichino，Turin 大学研究員の Elena 
Madrussanと Elisa Corino，Turin大学教授の Miranda Moscaに対するインタビュー調査のデー
タ，Turin大学で収集した教員養成システムに関する資料，Mincu, M. & Chiosso, G.（2009）の前
掲論文に基づいている。
注 11)  Elena Madrussanに対する聴き取りによる。 
注 12)  SSISと TFAの両方でスーパーバイザーの経験がある Patrizia Schirosiの場合は，1週間
のうち英語の授業をすることに 9時間費やし，また他の時間を使って授業関連の業務を行っている。
さらに，スーパーバイザーとしての仕事は 18 時間行い，トータルで 1 週間に 36 時間働いている。
リフレクションは伝統的に火曜日に行われているという。
注 13) プロジェクトの記述については，Elena Scalenghe に対するインタビュー調査のデータに
基づいている。












  The purpose of this study is to report the present situation and the problems of the initial 
teacher training reform of primary school and lower secondary school teachers in Italy. The 
data was gathered using interview investigations of the teaching staff of Turin University, Bari 
University, and primary school teachers and supervisors etc. in 2013 and 2014 and also from 
documents. 
  The initial teacher training system of primary school was reformed from the level of high 
school degree to that of Master’s degree and the professionalism of teachers has greatly 
improved over the last two decades. Also the system of lower secondary schools was reformed, 
too. It was not originally institutionalised. However it has been institutionalised and is 
currently being improved.   
  It is hoped that the following areas concerning the initial teacher training reform can be 
improved. First, it is hoped that there can be a closer relation between theories and practices. 
Second, it hoped that a connection between the program of primary school teacher training and 
that of lower secondary school teacher training can be constructed. Third, it is hoped that the 
gap between teachers who do not have training experience in new initial teacher training 
system and those who have training can be filled. 
  It is necessary to continue checking the initial teacher training reform in Italy because it is 
still being reformed at present.  
